
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

県
身
連
の
平
成
二
十
七
年
度
事
業

報
告
と
収
支
決
算
が
、
五
月
の
理
事

会
・
評
議
員
会
で
原
案
ど
お
り
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

平
成
二
十
七
年
度
の
各
事
業
の
実

施
に
当
た
っ
て
は
、各
地
域
団
体
と
の

緊
密
な
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
県
・

市
町
村
な
ど
関
係
機
関
の
協
力
を
得

な
が
ら
着
実
な
執
行
に
努
め
ま
し
た
。 

 

団
体
の
自
主
事
業
と
し
て
は
、日
本

身
体
障
害
者
福
祉
大
会(

宮
城
県)

や
、関
東
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
代
表
者
会

議(
山
梨
県
・
長
野
県)

へ
の
参
加
、
障

害
者
差
別
解
消
法
の
施
行
に
向
け
た

講
演
会
や
講
習
会
を
開
催
し
、障
害
に

対
す
る
理
解
と
認
識
を
高
め
る
た
め

の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。 

 

県
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、身
体
障

害
者
福
祉
大
会
を
座
間
市
で
開
催

し
、
受
託
事
業
の
県
障
害
者
社
会
参

加
推
進
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、身
体
障

害
者
・
知
的
障
害
者
・
精
神
障
害
者
の

自
立
と
社
会
参
加
に
資
す
る
事
業
の

拡
充
・
推
進
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、

売
店
運
営
に
つ
い
て
は
、
当
財
団
の
貴

重
な
財
源
確
保
を
図
る
た
め
に
引
き

続
き
効
率
的
な
運
営
に
努
め
、当
初
の

活
動
方
針
ど
お
り
の
効
果
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

  神奈川県身体障害者連合会会報 
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役 

員 

改 

選 

 

役
員
（
理
事
）
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
が
行
わ
れ
、次
の
と
お
り
新
役

員
（
理
事
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
、
本
年
五
月
三
十
一
日
か
ら
平

成
三
十
年
五
月
開
催
予
定
の
評
議
員

会
終
結
ま
で
の
二
年
間
で
す
。 

会
長 
戸
井
田
愛
子 

副
会
長 
小
出
庄
作
、
鈴
木
孝
幸
、
渡

辺
千
城 

常
務
理
事 

渋
谷
寿
人 

 

                   
  

理
事 

磯
崎
知
義
、
開
沼
ク
ミ
子
、 

相
原
貞
雄
、
遠
藤
伸
一
、
中
山
孝
彦
、

小
玉
か
お
る
、
河
原
雅
浩
、
村
山 

勲 

監
事 

西
川
和
朗
、
今
福
秀
雄 

 

退
任
さ
れ
た
野
地
武
司
さ
ん
、林
文

代
さ
ん
、
小
貫
裕
子
さ
ん
、
長
い
間
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

(1) 第135号      身 障 か な が わ       平成 28年 7月 15日 

平成2７年度神奈川県身体障害者連合会事業決算 

№ 事 業 科 目 決 算 額 

1 管 理 費 308,275 

2 人 件 費 1,440,000 

3 会 議 費 208,238 

4 負 担 金 165,000 

5 雑   費 17,023 

6 管 理 諸 費 669,600 

7 地域団体組織強化費 42,220 

8 広報活動費 1,064,187 

9 身体障害者福祉推進活動費 24,160 

10 部会活動費 1,170,000 

11 日身連大会等参加費 450,610 

12 相談事業費 43,428 

13 体育振興費 191,341 

14 福祉大会費 1,193,552 

15 社会参加推進センター事業運営費 12,596,000 

16 神奈川県障害者スポーツ振興事業費 30,640,000 

17 音声機能障害者発声訓練事業費 1,495,000 

18 県障害者スポーツ大会開催費 2,404,000 

19 全国障害者スポーツ大会相模原市選手団派遣費 7,100,000 

20 県障害者スポーツ振興協議会事務委託費  3,700,000 

合   計 64,922,634 

 

平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
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(2) 第135号        身 障 か な が わ      平成 28年 7月 15日 

 

 
「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」においては、地方公共団体が、職員が適 
切に対応するために必要な「対応要領」を定めるよう努めることとされています。 
 神奈川県では、法の趣旨に基づき「神奈川県における障害を理由とする差別の解消の推進に 
関する対応要領」を作成しました。 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
※留意事項 第七（合理的配慮の具体例）の内容 ＊一部抜粋 
 合理的配慮は、具体的場面や状況に応じて異なり、多様かつ個別性の高いものであるが、具体例として
は、次のようなものがある。なお、記載した具体例については、第六で示した過重な負担が存在しないこ
とを前提としていること、また、これらはあくまで例示であり、記載されている具体例だけに限られるも
のではないことに留意する必要がある。なお、具体例は、施行後も必要に応じて見直しを行うものとする。 
 
（合理的配慮に当たり得る物理的環境への配慮の具体例） 
○ 段差がある場合は、車椅子利用者にキャスター上げ等の補助をする、携帯スロープを渡す、移動の支援
等の補助や、スロープがある移動経路を案内などする。 

○ 目的の場所までの案内をする場合は、障害者の歩行速度に合わせた速度で歩いたり、前後・左右・距離
の位置取りについて、障害者の希望を聞いたりする。 

○ 障害の特性により、頻繁に離席の必要がある場合は、会場の座席位置を扉付近にする。 
○ 災害や事故が発生した際に、館内放送で避難情報等の緊急情報を聞くことが難しい聴覚障害者に対し、
電光掲示板、手書きのボード等を用いて、分かりやすく情報を伝え、避難場所を案内し、誘導を図る。 

 
（合理的配慮に当たり得る意思疎通の配慮の具体例） 
○ 筆談、読み上げ、手話、点字、拡大文字、要約筆記等のコミュニケーション手段を用いる。 
○ 会議資料等について、点字、拡大文字、ルビ付き等で作成する場合は、各々の媒体間でページ番号等が
なり得ることに留意して使用し、説明する。 

○ 書類記入の依頼時に、記入方法等を本人の目の前で示したり、分かりやすい記述で伝達したりする。本
人の依頼がある場合は、代読や代筆といった配慮を行う。 

○ 会議の進行に当たり、資料を見ながら説明を聞くことが困難な視覚又は聴覚に障害のある委員や知的障
害や精神障害（発達障害、高次脳機能障害を含む）等のある委員に対し、ゆっくり、丁寧な進行を心が
けるなどの配慮を行う。 

○ 県が開催する会議、セミナー等において出席者の状況に応じ、手話通訳者や要約筆記者等の配置、点訳
やルビ付き資料等を提供する。 

 
（ルール・慣行の柔軟な変更の具体例） 
○ 順番を待つことが苦手な障害者に対し、周囲の者の理解を得た上で、手続き順を入れ替える。 
○ 車両乗降場所を施設出入口に近い場所へ変更する。 
○ 県の敷地内の駐車場等において、障害者の来庁が多数見込まれる場合は、通常、障害者専用とされてい
ない区画を障害者専用の区画に変更する。 

○ 他人との接触、多人数の中にいることによる緊張等により、発作、不随意運動等がある場合は、当該障
害者に説明の上、障害の特性や施設の状況に応じて別室を準備する。 

○ 非公表又は未公表情報を扱う会議等において、情報管理に係る担保が得られることを 
 前提に、障害のある委員の理解を援助する者、介助者等の同席を認める。 
 
《詳細は神奈川県HP http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f533811/ 》 
 

 

〈
対
応
要
領
〉 

第
一
条
（
目
的
） 

第
二
条
（
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
） 

第
三
条
（
合
理
的
配
慮
の
提
供
） 

第
四
条
（
監
督
者
の
責
務
） 

第
五
条
（
懲
戒
処
分
等
） 

第
六
条
（
相
談
体
制
の
整
備
） 

第
七
条
（
研
修
・
啓
発
） 

 

〈
対
応
要
領
に
係
る
留
意
事
項
〉 

第
一 

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推

進
に
関
す
る
対
応
の
基
本
的
な
考
え
方 

第
二 

不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
基
本
的
な

考
え
方 

第
三 

正
当
な
理
由
の
判
断
の
視
点 

第
四 

不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
具
体
例 

（
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
に
当
た
る
得
る
具
体

例
） 

○
障
害
を
理
由
に
窓
口
対
応
を
拒
否
す
る
。 

○
障
害
を
理
由
に
対
応
の
順
序
を
後
回
し
に
す

る
。 

○
障
害
を
理
由
に
書
面
の
交
付
、
資
料
の
送

付
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
提
供
、
情
報
提
供
を

拒
む
。 

○
障
害
を
理
由
に
説
明
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等

へ
の
出
席
を
拒
む
。 

○
事
務
・
事
業
の
遂
行
上
、
特
に
必
要
で
は
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
障
害
を
理
由
に
、
来

庁
の
際
に
付
き
添
い
者
の
同
行
を
求
め
る
な

ど
の
条
件
を
付
け
た
り
、
特
に
支
障
が
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
付
き
添
い
者
の
同
行
を

拒
ん
だ
り
す
る
。 

第
五 

合
理
的
配
慮
の
基
本
的
な
考
え
方 

第
六 

過
重
な
負
担
の
基
本
的
な
考
え
方 

第
七 

合
理
的
配
慮
の
具
体
例(

下
記
参
照) 

 

http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f533811/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参
加
し
て
い
ま
す
。以
上
が
私
た
ち
鎌

身
協
の
昨
年
の
主
な
活
動
で
す
。 

 

今
年
の
主
な
活
動
は
、行
政
と
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。 

内
容
は
、 

一
、
障
害
者
差
別
解
消
法
の
一
般

市
民
に
対
す
る
啓
発
活
動
に
つ
い
て
。 

二
、
障
害
者
福
祉
計
画
基
本
法
の

街
づ
く
り
に
関
し
、点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の

敷
設
、
施
設
の
ト
イ
レ
の
様
式
化
、
福

祉
避
難
所
に
つ
い
て
。 

こ
れ
ら
は
現
在
検
討
中
で
あ
る
。ヒ

ア
リ
ン
グ
の
内
容
に
つ
い
て
は
機
会

が
あ
れ
ば
報
告
し
た
い
。 

 

鎌
倉
市
身
体
障
害
者 

福
祉
協
会 

 

鎌
倉
市 

坂
本

さ
か
も
と 

文
夫

ふ

み

お 
 

 

私
た
ち
の
会
は
昭
和
二
十
六
年
五

月
十
九
日
設
立
、そ
れ
よ
り
六
十
五
年

今
日
に
至
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
先
人

の
苦
労
と
努
力
に
よ
り
、
会
の
活
動
は

順
調
で
す
。会
独
自
の
サ
ー
ク
ル
活
動

は
コ
ー
ラ
ス
を
は
じ
め
川
柳
、カ
ラ
オ 

ケ
な
ど
、ま
た
運
動
系
で
は
ゲ
ー 

ト
ボ
ー
ル
、
Ｓ
Ｔ
Ｔ
、
ダ
ー
ツ
、 

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
な
ど
楽
し 

ん
で
お
り
ま
す
。 

 

会
員
の
親
睦
を
図
る
活
動
と 

し
て
は
、
春
・
秋
の
日
帰
り
社
会 

見
学
、
ま
た
、
賀
詞
交
歓
会
、
有 

志
に
よ
る
忘
年
会
な
ど
、社
会
福 

祉
協
議
会
の
主
催
す
る
福
祉
ま

つ
り
や
、さ
わ
や
か
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

団
体
部
会
な
ど
へ
参
加
し
市
民
と
の

交
流
を
図
っ
て
い
る
。 

 

県
身
連
の
主
催
す
る
各
種
ス
ポ
ー

ツ
大
会
に
は
毎
年
参
加
し
て
い
る
他
、

富
士
登
山
や
肢
体
部
一
泊
研
修
な 

 

ど
、
ま
た
、
視
覚
部
で
も 

 

文
化
の
集
い
な
ど
そ
の 

他
福
祉
大
会
な
ど
に
も 

 

健
康
都
市 

や
ま
と 

大
和
市 

内
藤

な
い
と
う 

則 の
り

義 よ
し 

 

大
和
市
は
神
奈
川
県
の
ほ
ぼ
中
央

部
に
位
置
し
、市
は
南
北
に
細
長
く
丘

陵
起
伏
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、人
口
二
十

三
万
人
、
面
積
約
二
十
七
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
鉄
道
、
道
路
の
便
が
良
い

こ
と
か
ら
、現
在
も
人
口
が
微
増
中
！ 

大
和
市
は
市
制
五
十
周
年
の
平
成
二

十
一
年
に
「
健
康
都
市
や
ま
と
」
を
宣

言
し
ま
し
た
。
市
政
全
体
で
「
人
の
健

康
」
は
、
都
市
の
主
人
公
で
あ
る
市
民

の
心
身
の
健
康
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
ま
ち
の
健
康
」
は
、
市
民
が
安
全
で

快
適
に
暮
ら
せ
る
良
質
な
都
市
空
間

を
目
指
し
て
い
ま
す
。「
社
会
の
健
康
」

は
、市
民
が
共
存
し
な
が
ら
活
気
に
満

ち
た
地
域
社
会
を
築
い
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

大
和
市
身
障
協
会
は
会
員
の
自
立

及
び
生
活
安
定
の
向
上
を
目
指
し
、会

員
相
互
の
親
睦
を
図
り「
積
極
的
に
行

事
に
参
加
し
よ
う
！
」を
合
言
葉
に
活

動
し
て
い
ま
す
。 

 

一
月
に
新
春
の
集
い
、四
月
に
定
期

総
会
、
八
月
に
野
外
行
事
、
行
政
と
の

懇
談
会
、
十
月
に
お
楽
し
み
会
、
十
一

月
に
旅
行
同
好
会
の
旅
行
等
活
動
し 

て
い
ま
す
。 

 

今
回
は
野
外
行
事
を
紹
介
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。約
三
十
年
前
よ
り
実
施
し

て
ま
す
が
、近
年
は
泉
の
森
公
園
内
の

キ
ャ
ン
プ
場
で
森
林
浴
を
楽
し
み
な

が
ら
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
い
ま
す
。今

年
も
八
月
七
日
（
日
）
開
催
予
定
で

す
。
近
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

（
が
ん
ば
ろ
う
）の
多
大
な
協
力
の
も

と
参
加
者
も
増
加
し
、う
れ
し
い
か
ぎ

り
で
す
。
美
味
し
い
お
肉
、
西
瓜
、
流

し
そ
う
め
ん
、か
き
氷
等
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
だ
食
事
に
大
い
に
盛
り
上
が

り
、最
近
は
景
品
を
的
に
し
た
輪
投
げ

で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
す
。 

 

今
年
も
役
員
一
同
協
力
し
合
い
、

大
和
市
身
障
協
会
の
事
業
継
続
、
活

性
化
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。一
人
で
も
多
く
の
人

が
参
加
さ
れ
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。 
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ば
な
ら
な
い
。 

 

心
を
一
つ
に
、「
私
た
ち
抜
き
に
私
た
ち
の
こ
と
を

決
め
な
い
で
」
と
掲
げ
、
障
害
者
権
利
条
約
を
採
択
し

た
誓
い
を
あ
ら
た
に
、
私
た
ち
は
、
障
害
当
事
者
団
体

の
責
務
と
し
て
、国
や
地
方
自
治
体
に
お
け
る
政
策
立

案
の
検
討
に
参
画
し
、
地
域
間
格
差
な
く
、
着
実
な
法

整
備
の
具
体
化
を
求
め
活
動
し
て
い
く
。 

 

今
日
、日
本
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
に
集
結
す
る

私
た
ち
障
害
者
は
、障
害
に
よ
り
分
け
へ
だ
て
ら
れ
る

こ
と
な
く
、
お
互
い
を
尊
重
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

豊
か
な
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、全
国
の
会
員
な

ら
び
に
加
盟
団
体
と
強
い
連
携
の
も
と
、一
致
団
結
し

行
動
す
る
こ
と
を
誓
い
、
こ
こ
に
宣
言
す
る
。 

《

大

会

決

議

》 

一
、
共
生
社
会
を
め
ざ
し
障
害
者
権
利
条
約
を
障
害

者
施
策
に
実
現
さ
せ
よ
う 

一
、
す
べ
て
の
自
治
体
に
障
害
者
差
別
を
な
く
す
た

め
の
条
例
を
制
定
さ
せ
よ
う 

一
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
復
興
を
着
実
に
実
行

さ
せ
よ
う 

一
、
地
域
相
談
支
援
体
制
に
身
体
障
害
者
相
談
員

を
活
用
さ
せ
よ
う 

一
、
熊
本
地
震
に
よ
る
被
災
障
害
者
の
早
期
生
活
再

建
を
め
ざ
そ
う 

 

 

 

 

第
六
十
一
回
神
奈
川
県
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
は

、
十
月
二
日
（
日
）
に
相
模
女
子
大
学
グ
リ
ー
ン
ホ
ー

ル
に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

内
容
に
つ
い
て
は
現
在
検
討
中
で
す
。 

大
会
へ
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
各
市
町
村
身
体
障

害
者
団
体
へ
詳
細
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

第
十
回
神
奈
川
県
障
害
者 

ス
ポ
ー
ツ
大
会
終
わ
る 

第
十
回
神
奈
川
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ 

大
会
は
、
四
月
の
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
会

を
皮
切
り
に
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
陸

上
、
卓
球
・
Ｓ
Ｔ
Ｔ
、
水
泳
競
技
会
を
行
い
ま
し

た
。
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
会
に
お
い
て
は

開
会
式
前
に
風
が
強
く
吹
き
、
開
会
式
直
後
に
雨

に
も
見
舞
わ
れ
残
念
な
が
ら
中
止
と
い
た
し
ま
し

た
。
五
月
の
知
的
障
害
者
陸
上
競
技
会
に
て
、
総

合
開
会
式
が
行
わ
れ
、
副
知
事
を
は
じ
め
、
多
く

の
ご
来
賓
の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
神
奈
川
県
派
遣

選
手
及
び
相
模
原
市
派
遣
選
手
候
補
者
の
個
人

競
技
予
選
を
兼
ね
て
実
施
し
た
こ
の
大
会
も
、
参

加
者
一
五
〇
〇
余
名
と
盛
大
な
大
会
と
な
り
ま
し

た
。
大
会
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係

者
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
と
も
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
来
年
度
は
県
立
体
育
セ
ン
タ
ー
が
改
修

工
事
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
会
場
に
つ

い
て
は
現
在
検
討
中
で
す
。 
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第
六
十
一
回
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大
会 

 
 
 
 
 

 
 
 

「
き
ょ
う
と
大
会
」 

 

全
国
の
障
害
者
等
が
集
う
福
祉
大
会
が
五
月
十

二
日
に
京
都
府
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約
二
八
〇
〇

名
が
参
加
し
、
県
身
連
か
ら
も
戸
井
田
会
長
を
含
む

２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

《

大

会

宣

言

》 

障
害
者
差
別
解
消
法
施
行
の
年
、
こ
こ
京
都 

に
お
い
て
全
国
か
ら
参
加
し
た
多
く
の
仲
間
と 

と
も
に
、
第
六
十
一
回
日
本
身
体
障
害
者
福
祉 

大
会
を
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

日
本
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
は
、
創
設 

以
来
、障
害
者
の
人
権
の
保
証
と
地
域
社
会
で 

の
自
立
、
社
会
参
加
の
促
進
を
求
め
、
加
盟
団 

体
と
連
携
し
活
動
を
続
け
て
き
た
。
そ
の
活
動

の
成
果
と
し
て
、
本
年
四
月
、
私
た
ち
が
長
年
求
め

て
き
た
障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
た
。 

 

障
害
者
権
利
条
約
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
施
策
の
客

体
と
さ
れ
て
き
た
障
害
者
が
、
権
利
の
主
体
で
あ
る

こ
と
が
明
示
さ
れ
、障
害
の
考
え
方
を
医
学
モ
デ
ル

か
ら
社
会
モ
デ
ル
へ
と
変
え
、
障
害
を
理
由
と
し
た

差
別
を
禁
止
し
、
合
理
的
配
慮
の
提
供
を
規
定
と
し

た
障
害
者
差
別
解
消
法
の
意
義
は
大
き
い
。
同
法
を

さ
ら
に
周
知
し
、
障
害
理
解
の
啓
発
促
進
の
た
め
、

私
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
意
識
を
も
ち
、
法
律
を
地

域
へ
広
げ
大
き
く
育
て
て
い
く
こ
と
に
努
め
な
け
れ 
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が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
み
な
み
小
学
校

沿
い
に
少
し
行
く
と
、
せ
せ
ら
ぎ
の
小
径

が
整
備
さ
れ
て
お
り
六
月
に
は
色
づ
い
た

ア
ジ
サ
イ
を
見
な
が
ら
の
散
歩
が
楽
し
め 

ま
す
。
三
分
ほ
ど
歩
く
と
「
鳥と

り

見け
ん

行
ぎ
ょ
う

公 

園
」
が
あ
り
ま
す
。
小
山
に
ベ
ン
チ
、
浅

い
水
辺
も
用
意
さ
れ
て
い
て
涼
し
げ
な
雰

囲
気
を
演
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
、 

小
河
川
沿
い
に
設
置
さ
れ
て
い
る
平
中

へ
い
な
か 

島じ
ま

）
公
園
や
中
川
原

な
か
が
わ
ら

公
園
、
小
山
に
滑
り 

台
や
綱
登
り
も
で
き
る
斜
面
も
設
置
さ
れ 

て
い
る
篭
崎

か
ご
さ
き

公
園
（
写
真
）
が
点
在
し
て 

い
ま
す
。
私
が
行
っ
た
と
き
に
も
子
ど
も

た
ち
が
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。 

こ
の
一
帯
に
は
、
コ
ン
ビ
ニ
、
薬
局
、

子
供
服
の
量
販
店
、
そ
れ
に
小
児
科
医
院

も
開
業
し
て
お
り
住
み
や
す
い
街
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
た
ま
に
は
開
成
駅
で
降

り
て
街
見
学
を
し
な
が
ら
、
ぶ
ら
つ
い
て

み
ま
せ
ん
か
。 

 

 
開
成
駅
か
ら
公
園
め
ぐ
り 

 
 

 
 

 
 

開
成
町 

遠
藤

え
ん
ど
う 

伸
一

し
ん
い
ち 

 

開
成
駅
か
ら
歩
い
て
十
分
、
平
成
二
十

三
年
に
新
設
さ
れ
た
「
開
成
町
立
開
成
み

な
み
小
学
校
」
周
辺
の
み
な
み
地
区
は
、

新
し
い
住
宅
地
と
し
て
土
地
区
画
整
理

が
さ
れ
て
お
り
急
ピ
ッ
チ
で
街
づ
く
り
が

進
ん
で
い
ま
す
。
足
柄
平
野
の
真
ん
中
で

地
形
は
平
た
ん
で
、
遠
く
に
は
箱
根
山
、

そ
の
上
に
富
士
山
が
少
し
頭
を
出
し
て
い

ま
す
。 

み
な
み
地
区
に
は
い
く
つ
か
の
公
園
が

配
置
さ
れ
て
い
て
、
緑
道
や
せ
せ
ら
ぎ
沿

い
の
道
で
繋
が
れ
て
い
ま
す
。
歩
道
と
車

道
は
分
離
さ
れ
て
お
り
段
差
も
あ
り
ま
せ

ん
。
緑
道
に
は
ア
ジ
サ
イ
等
が
植
え
ら
れ

お
り
自
転
車
は
入
っ
て
こ
な
い
工
夫
が
さ

れ
て
い
ま
す
。
公
園
に
は
ベ
ン
チ
や
木
陰

も
あ
り
、
せ
せ
ら
ぎ
の
音
に
癒
さ
れ
な
が

ら
そ
ぞ
ろ
歩
き
、
流
れ
る
水
に
触
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
開
成
み
な
み
小
学
校
の
隣

に
あ
る
「
み
な
み
中
央
公
園
」
は
広
い
広

場
に
豊
か
な
緑
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
東
側

の
「
か
い
せ
い
平
成
の
杜
」
に
は
二
〇
一

三
年
に
三
十
五
種
類
一
二
〇
〇
本
の
広

葉
樹
の
苗
木
が
植
樹
さ
れ
、
今
で
は
人
の 

 
 
 
 

背
丈
を
越
え
る
ほ
ど
に
成 

長
し
て
い
ま
す
。
公
園
内
に 

は
木
陰
に
ベ
ン
チ
が
設
置
さ 

れ
、
い
く
つ
か
の
健
康
遊
具 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

神
奈
川
県
肢
体
障
害
者 

福
祉
協
会
の
活
動 

 
 
 

肢
体
部 

種
田

た

ね

だ 

多
化
子

た

か

こ 

平
成
十
四
年
か
ら
藤
沢
市
の
身
障
協

会
に
入
会
し
、
平
成
十
五
年
か
ら
神
奈
川

県
身
体
障
害
者
連
合
会
肢
体
部
会
の
活

動
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
最
初
は
よ
く

わ
か
ら
ず
、
ち
ょ
っ
と
行
く
所
が
遠
く
朝

も
早
い
た
め
早
起
き
が
苦
手
な
私
は
大
変

で
す
が
、
い
ろ
ん
な
所
に
行
け
る
の
が
楽

し
い
で
す
。
平
成
二
十
年
か
ら
藤
沢
市
の

代
表
に
な
っ
た
た
め
肢
体
部
会
の
代
議
員

会
に
出
席
し
て
い
ま
す
。
各
市
町
村
の
代

表
の
方
々
と
活
動
内
容
を
相
談
し
て
い
ま

す
。 主

な
活
動
は
社
会
見
学
旅
行
、
研
修

会
、
青
年
部
活
動
、
女
性
部
活
動
な
ど
で

す
。
ま
た
、
箱
根
の
大
文
字
荘
が
耐
震
性

不
足
で
利
用
で
き
な
く
な
り
低
料
金
で
宿

泊
で
き
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
研
修
施
設
と

し
て
伊
豆
潮
風
館
を
利
用
し
て
い
ま
す

が
、
少
し
遠
方
の
た
め
出
か
け
ら
れ
る
人

は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

聴
覚
部
会
、
視
覚
部
会
よ
り
遅
れ
て
肢

体
部
会
も
独
自
に
協
会
を
立
ち
上
げ
、
平

成
二
十
三
年
か
ら
神
奈
川
県
肢
体
障
害

者
福
祉
協
会
と
し
て
活
動
を
始
め
て
い
ま 

す
が
、
県
身
連
事 

務
局
に
お
世
話
に 

な
っ
て
い
る
状
況 

は
続
い
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
残
念
な
こ
と
に
各
市
町
村
の
会

員
・
役
員
は
高
齢
化
し
て
お
り
新
規
入
会

者
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
行
政

の
補
助
金
が
な
く
な
る
た
め
協
会
が
な
く

な
っ
た
町
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
藤

沢
市
か
ら
次
の
「
身
障
か
な
が
わ
」
の
編

集
委
員
を
出
せ
な
い
状
況
が
あ
り
次
年
度

か
ら
は
肢
体
部
会
の
編
集
委
員
は
他
の

人
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
湘
南
東
部
ブ
ロ

ッ
ク
の
編
集
委
員
と
し
て
活
動
し
ま
す
。 

 
 

そ
ん
な
状
況
で
す
が
、
肢
体
部
会
の
活

動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 
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【 篭
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こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
と
き
に
、耳

を
疑
う
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
五

月
十
日
の
衆
院
厚
生
労
働
委
員
会
で
、
難

病
の
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
）

患
者
の
意
見
陳
述
が
拒
否
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
た

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
し
か
も
国
会
の
場

で
、
で
あ
る
。
「
仏
造
っ
て
魂
入
れ
ず
」

と
は
正
に
こ
の
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
。
い
か
に
立
派
な
法
律
や
制
度
が
で
き

て
も
、
使
う
人
や
社
会
に
理
解
が
な
け
れ

ば
意
味
が
な
い
の
で
あ
る
。
神
奈
川
県
は

ど
う
だ
ろ
う
か
。
二
〇
二
〇
年
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
を
控
え
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

を
中
心
と
す
る
障
害
者
施
策
の
充
実
が

図
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
ど
こ
ま

で
本
当
に
理
解
し
た
う
え
で
進
め
ら
れ
て

い
る
の
か
不
安
に
な
る
。
表
面
だ
け
の
理

解
で
は
な
く
、
真
の
理
解
を
広
め
て
い
か

な
け
れ
ば
と
思
っ
た
こ
の
頃
で
あ
る
。 

 

編
集
委
員 

河
原

か
わ
は
ら 

雅
浩

ま
さ
ひ
ろ 

(

聴
覚
部) 
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編

集

室

か

ら 

 
<7月> 

3日(日)  県障害者スポーツ大会[水泳] 
      (さがみはらグリーンプール) 
10日(日)  関東ブロック相談委員研修会(新潟県) 

 
14日(木)  身体障害者富士登山 
      (富士山5～7合目) 

19日(火)  身障かながわ編集委員会 
      (県社会福祉会館) 
 

<8月> 
7日(日)  全国スポーツ大会相模原市選手団強化練習会 

      (麻溝公園陸上競技場ほか) 

 7日(日)  全国スポーツ大会神奈川県選手団強化練習会 
      (麻溝公園陸上競技場ほか) 
<9月> 

10日(土)  全国スポーツ大会相模原市選手団強化練習会 
（麻溝公園陸上競技場） 

11日(日)  関東甲信越静ブロック「友愛の集い」 

（新横浜国際ホテル） 
12日(月)  肢体女性部野外活動(場所:静岡方面) 
 

17日(土)  肢体青年部野外活動 
(横浜ワールドポーターズ) 

18日(日)  全国スポーツ大会神奈川県選手団強化練習会 

（不入斗運動公園） 
29(木)   肢体部社会見学 
～30日(金) (新潟方面) 

 
<10月> 
2日(日)  第61回県福祉大会(相模女子大学ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾙ) 

 
8日(土)  全国スポーツ大会相模原市選手団強化練習会 
      (麻溝公園陸上競技場ほか) 

8日(土)  全国スポーツ大会神奈川県選手団強化練習会 
      (麻溝公園陸上競技場ほか) 
11日(火)  社会参加推進協議会 

      (県社会福祉会館) 
13日(木)  肢体部役員会 
      (県社会福祉会館) 

22(土)   第16回全国障害者スポーツ大会 
～24日(月) (岩手県) 
 
 
※問い合わせ 電話：０４５－３１１－８７３６ 

           ０４５－３１１－８７４４ 
              [推進センター] 
        ＦＡＸ：０４５－３１６－６８６０ 
 
http://kanagawa-kenshinren.or.jp 

県身連事業予定 
視
覚
障
害
の
視
点
か
ら 

県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会 

石
井

い

し

い 

茂 し
げ

美 み 

 

私
は
視
覚
障
害
者
に
な
っ
て
四
十
年

に
な
り
ま
す
。
多
発
性
硬
化
症
と
言
う

病
気
か
ら
神
経
が
侵
さ
れ
、
下
肢
や
目

に
障
害
が
現
れ
ま
し
た
。
一
時
は
半
年

ほ
ど
車
椅
子
生
活
を
余
儀
無
く
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
下
肢
の
マ
ヒ

は
入
院
中
に
自
ら
歩
行
が
で
き
る
ま
で

回
復
し
ま
し
た
が
、
視
力
は
数
回
繰
り

返
し
起
き
て
い
た
発
作
か
ら
二
度
と
回 

復
す
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

全
盲
に
な
っ
た
当
初
は
、
何
も
見
え
な
い
、
何
も
で
き
な
い
と
落
ち
込
む
こ

と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
点
字
と
い
う
も
の
が
あ
る
事
を
知
り
賢
明
に
学
び

ま
し
た
。
以
前
か
ら
読
書
好
き
の
私
で
し
た
の
で
、
色
々
な
蔵
書
を
借
り
、
夢

中
に
な
っ
て
読
ん
で
い
た
事
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。 

ま
た 

地
元
の
視
覚
障
害
者
団
体
へ
も
入
会
さ
せ
て
頂
き
、
明
る
く
前
向
き

に
活
動
し
て
い
る
方
々
に
接
し
、
私
も
大
き
な
勇
気
を
頂
け
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
家
庭
に
も
恵
ま
れ
、
子
育
て
中
に
は
見
え
な
い
と
い
う
事
か
ら
辛

い
思
い
も
し
ま
し
た
が
、
幸
い
な
事
に
清
川
村
の
特
性
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

視
覚
障
害
を
持
っ
て
い
る
私
に
対
し
、
色
々
な
方
た
ち
が
大
変
温
か
く
接
し
て

下
さ
り
、
心
の
バ
リ
ア
を
感
じ
さ
せ
な
い
村
で
し
た
。 

こ
の
様
な
事
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
世
の
中
も
障
害
者
、
健
常
者
が
共
に
共
存

で
き
る
様
な
過
ご
し
や
す
い
世
の
中
に
な
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

  


